
 

 

 

 

 

 

 

 

 
５月１５日（水）から、修学旅行（広島方面）に行っていた６

年生が２泊３日の日程を終え、元気に帰校しました。６年生の保

護者の皆さんは、お土産話を子どもたちからたくさん聞いたこと

と思います。 

１日目は、大和ミュージアムを見学した後、マツダスタジアム

で野球観戦をしました。きっと、広島ファンの熱い応援とともに

子どもたちも大声援をおくったことでしょう。 

２日目の午前中は、広島で平和や命の尊さについて、見て、聞

いて、心でじっくり感じ学んだ時間だったことと思います。生き

ることの大切さ、平和の尊さ、そして自分たちの力で平和を伝え、

守っていくことなどを語り部さんから聞いたことでしょう。みん

なで平和への祈りを込めて折った折り鶴は、学校を代表して、原

爆により白血病となり亡くなった佐々木貞子さんの像の下に納め

てきてくれました。 

そして３日目は、お楽しみのＮＥＷレオマワールド。一緒に行

った他校の友だちとも仲良くなり、思う存分楽しんだ半日だった

そうです。 

子ども達は、行く先々の活動で、その場の状況を把握し、周りの友

だちのことを気にかけながら「自主的」に行動することができてい

たそうです。また、「きちんとメモをとりながら学習をすること」も、

「あいさつ」も、「集合時間を守ること」もきちんとできていたと聞き

ました。この様な行動力や表現力がやがてこれから求められてくる

力につながるのではないか、自発的な行動から能動的（自分から他

者に働きかけるさま）な行為につながっていくのではないかと感じ

ました。１０年先、２０年先の社会は、今よりもさらにグローバル化が進

むと言われます。周りにいる人と良好な人間関係を構築しながら仕事をする時代になるとも言われています。

２泊３日の様々な活動の様子を聞いていて、“さすが下ノ加江っ子”と、頼もしくもうれしくも感じました。 

６年生が修学旅行に行っている間、学校はどうだったかとい

うと・・・。５年生がしっかりと下級生をみて活動してくれました。

これまで上級生がしてくれたことを思い出し、手本にしながら

活動していたように思います。上級生が行動で手本を示してく

れていたことにうれしさを感じるとともに、これが、下ノ加江

小のよき伝統となってくれることをこれからも期待したいと思

っています。 

保護者の皆様にはいろいろな面（旅費・準備・早朝の見送り・

お迎えなど）でご協力いただき、本当にありがとうございまし

た。 

校長室便り 
令和元年５月 21 日（火）Ｎｏ．3 

土佐清水市立下ノ加江小学校 

校 長  宮地  由美 

℡／Ｆａｘ ０８８０－８４－００３１ 

思い出に残る修学旅行！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

盛り上がった応援 

心に刻んだ

平和学習 

おいしかった 

お好み焼き 

テレビ局での

体験 

みんなで活動の 

ふり返り 



今年度に入り、１ヶ月半が過ぎました。この間、５名の児童の記事と１名の児童のイラストが、高知新聞の

こども記者だより「読もっか」に掲載されています。子どもたちのがんばりがとてもうれしいです。掲載され

た記事の中から２つ紹介します。掲載された記事は玄関掲示板に掲示しています。是非御覧ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月から子どもたちに話し続けていることがあり

ます。それは、「下ノ加江小のあたり前を増やそう」と

いうことです。 

“凡事徹底”という言葉がありますが、例えば、

『あいさつ』はその一つです。朝、友だちや先生に

会えば「おはようございます。」と元気な声であい

さつします。また、学校にいらっしゃったお客さん

に会えば「こんにちは。」とあいさつをします。こ

のことが、自然とできる人になって欲しいと願って

います。 

『整理整頓』も同様です。玄関で靴を脱いだとき、

トイレでスリッパを脱いだとき、ロッカーにランド

セルや荷物を置いたとき、ぞうきんを干すとき・・・

整理整頓して置く。 

家庭ではいかがですか？学校だからするのではな

く、家庭でも地域でも、生活の中のどこででも、誰

に対してもできて欲しいですね。 

 

 

「読もっか」にたくさん掲載されています！ 
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参
観
日
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

一
時
間
目
か
ら
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
ま
し
た
。 

 

二
時
間
目
に
は
、
ド
キ
ド
キ
し
て
手
が
ふ
る
え
て

い
ま
し
た
。 

 

三
時
間
目
で
は
（
言
い
ま
ち
が
え
た
ら
ど
う
し
よ

う
）
と
思
っ
て
、
不
安
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

四
時
間
目
は
、
（
あ
と
一
時
間
で
来
る
）
と
思
う

と
、
不
安
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
五
時
間
目
。
み
ん
な
の
お
母
さ
ん
が

次
々
と
入
っ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
弟

を
見
に
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
ま
だ
入
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
じ
ゅ
業
が
始
ま
っ
て
十
分
が
す

ぎ
た
こ
ろ
、
お
母
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
か
な
り
時
間
が
た
っ
て
、
ふ
り
む
い

て
み
る
と
、
も
う
お
母
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

弟
の
じ
ゅ
業
を
見
に
行
っ
た
の
で
す
。
ぼ
く
は
お
母

さ
ん
が
来
て
く
れ
た
だ
け
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

家
に
帰
る
と
、
お
母
さ
ん
が
ほ
め
て
く
れ
ま
し

た
。
次
の
参
観
日
で
は
も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。 

下ノ加江小の「あたり前」を増やそう！ 

自
信
持
っ
て
最
上
級
生 

六
年 

藤
沢
然
一 

 

つ
い
に
六
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
の
最
上
級

生
で
す
。
児
童
会
で
は
副
会
長
に
な
っ
た
の
で
、
今
年

は
今
ま
で
よ
り
も
も
っ
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
五
年
生
で
自
信
を
つ
け
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

の
一
年
の
行
動
に
生
か
し
て
、
中
学
校
へ
そ
の
ま
ま
つ

な
げ
た
い
で
す
。 

 

 

 


